
将来像 取組の方向性

実現に向けたアイデアキーワード

悩みや不安を身近で解消できる

地域単位で取り組む

引っ越してきたい
長く住み続けたい

地域の人と関わり合って暮らす

誰もが明るく暮らせる

縦割りにせず総合的に

必要なときに利用できる

既存リソース（資源、人、もの、
場所）を活用する

ボランティアの活用

企業などからの協賛金

空き教室やスペースの活用

行政だけに頼らない
→協働、連携

パソコンやケータイによる情
報発信・収集

理解を深める

専門家の活用

行政の組織の見直し

障害者、高齢者、子どもなど
が区別なく交流できる場

学ぶ機会の提供

制度の見直し

出合いの場・きっかけ

電話やITなどによる対応

医療の充実

気軽に使える（身近さ）

食事などができる

心と体の健康の実現

生きがいづくり

世代や立場をこえて

みんなに知らせる工夫

実験的にはじめてみる（廃校
利用など）

クラブ・サークル活動の活用

地域単位の
総合相談・拠点

具体的事業のアイデア

企業との連携

具体的事業アイデアに盛り
込まれている要素

つなげる役割

地域単位の総合コーディ
ネーター的役割
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練馬区が目指すべき将来像

a)気軽に悩みや困り事を相談できる地域

の拠点づくりを推進します

取り組みの方向性と具体的事業のアイデア

b)地域の人的資源のネットワークづくりを

推進します

c)心と体の健康づくりを推進します c)心と体の健康づくりを推進します

b)地域福祉の理解促進に向けた

ネットワークづくりを推進します

a)地域における子育て支援の

拠点づくりを推進します

a)地域における高齢者や障害者と子ども

の交流拠点づくりを推進します

b)既存の地域資源を十分に活用できる子

育て環境を整備します

地域社会 子育て支援 高齢者・障害者福祉

悩みや不安を身近で解消できる
地域社会

悩みや不安を身近で解消できる
地域社会

子育てする人が引っ越してきたい街
長く住み続けたい街

子育てする人が引っ越してきたい街
長く住み続けたい街

地域の人と関わり支え合いながら
高齢者、障害者の方が明るく暮らせるまち

地域の人と関わり支え合いながら
高齢者、障害者の方が明るく暮らせるまち

連携 連携

連携

a)-1：地域の総合相談窓口の設置

a)-2：おしゃべりと食のたまり場づくり

（総合相談窓口に併設）

a)-1：子育て支援センターの整備

a)-3：総合相談窓口のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成

b)-1：総合相談窓口の運営を支える

ネットワークづくり

c)-1：高齢者の生きがいづくりに関する

情報提供の充実

b)-1：子育て支援コーディネーターの設

置と育成

c)-1：高齢者の健康づくりや認知症予

防に関する取り組みのＰＲの強化

b)-1：障害者の自己実現を支える

地域全体のネットワークづくり

a)-1：高齢者や障害者が子どもとふれ

あえる場の整備

気軽に悩みや問題を
相談できる入口の確保
→地域単位の総合的

な拠点づくり

既存の地域資源
（人・モノ・場所）
の活用による問題解決

→地域における
総合的なコーディ
ネート機能の充実

心と体の健康
づくりの促進

c)心と体の健康づくりを推進します

c)-1：空き地や雑木林などの空間を活

かした遊び場の設置と管理

連携
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b)-2：区民、事業者、行政が一体となって地

域福祉に取り組むことができる体制の
構築に向けた行政組織の見直し

b)-2：子育てメールサービスの実施


